
　

山
の
新
芽
も
出

そ
ろ
い
新
緑
か
ら

濃
い
緑
に
移
り
変

わ
る
美
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

波
田
地
区
の
水

田
も
田
植
え
が
終

わ
り
、
特
産
の
ス

イ
カ
畑
は
、
栽
培

用
の
ビ
ニ
ー
ル
ト

ン
ネ
ル
一
色
と
な

り
、
果
樹
園
で
は

摘
果
の
作
業
が

真
っ
盛
り
で
、
農

家
の
皆
さ
ん
も
忙
し
く
動
き
回
っ
て

い
ま
す
。

　

河
岸
段
丘
が
特
徴
的
な
地
形
と
肥

沃
な
大
地
、
こ
の
緑
に
囲
ま
れ
た
中

で
暮
ら
せ
る
波
田
地
区
は
、
素
晴
ら

し
い
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
4
月
14
日
と
16
日
に
熊
本

県
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

あ
っ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

松
本
市
内
の
活
断
層
で
あ
る
糸
魚

川
静
岡
構
造
線
断
層
は
、
30
年
以
内

の
地
震
発
生
率
が
13
％
～
30
％
と
非

常
に
高
い
確
率
と
い
わ
れ
て
お
り
、

大
き
な
地
震
が
「
い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
」
と
い
え
ま
す
。

　

報
道
に
よ
り
熊
本
の
被
害
状
況
を

見
る
中
で
、
地
区
内
の
安
否
確
認
、

避
難
所
の
運
営
の
対
応
等
は
、
地
区

単
位
・
町
会
単
位
で
の
活
動
や
地
域

の
皆
様
が
お
互
い
を
支
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り
も
重
要
だ
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
19
日
に
は
、
町
会
連
合
会
が

主
体
と
な
っ
て
、
波
田
地
区
内
の
防

災
訓
練
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
波
田

地
区
内
の
皆
様
も
、
各
ご
家
庭
の
中

で
、
も
し
も
の
際
の
確
認
を
し
、
危

機
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

自
己
紹
介
が
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し

て
、
前
任
の
古
波
田
の
後
任
と
し
て
、

波
田
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
牛
丸

仁
志
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

７
年
ぶ
り
に
地
元
に
戻
っ
て
の
勤

務
と
な
り
、
２
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
地
元
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
し
て
か
ら
の
波
田
地
区
の
６

年
間
は
、
見
た
目
で
の
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
ソ
フ
ト
的
な
仕
組
み
が
、
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
て
も
日
本
は
、
超
少

子
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
少
社
会
と

い
う
今
ま
で
経
験
の
な
い
時
代
に
移

り
変
わ
っ
て
行
く
と
と
も
に
、
大
き

な
災
害
も
各
地
で
発
生
し
、
地
域
の

絆
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

松
本
市
も
こ
の
時
代
の
変
化
に
対

応
し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
学

び
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
、
主
役
で
あ
る
市
民
と
行
政
と
の

協
働
で
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
松
本
ら
し
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
公
民
館
や
福
祉
ひ
ろ
ば
と
連

携
し
、
波
田
支
所
を
波
田
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
づ
く

り
の
拠
点
と
の
位
置
づ
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
中
で
、
行
政
と
住
民
と
の
パ

イ
プ
役
、
パ
ー
ト
ナ
ー
役
と
な
る
町

会
長
さ
ん
の
役
割
が
重
要
と
な
り
、

負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

町
会
長
を
支
え
、
ま
た
、
共
に
活
動

す
る
た
め
に
、
波
田
地
区
内
で
は
、

地
域
が
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
み
を
進
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」、
福
祉
ひ
ろ
ば
の
推
進
を
図
る

「
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
」、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
ま
と
め
る
「
体
育

協
会
」
等
の
組
織
の
設
立
、ま
た
、「
さ

い
さ
い
祭
」
や
梓
川
地
区
と
の
「
水

輪
花
火
大
会
」
の
運
営
を
行
う
実
行

委
員
会
、
仁
王
尊
股
く
ぐ
り
祭
や
植

木
ま
つ
り
等
、
波
田
町
時
代
か
ら
地

域
の
皆
様
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
循
環
バ
ス
の

運
行
な
ど
、
地
域
の
皆
様
が
知
恵
を

出
し
、
汗
を
流
す
中
で
組
織
作
り
と

運
営
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
、
波
田
地
区
の
住
民
パ
ワ
ー
を

感
じ
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り

は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
の

地
域
の
人
々
が
、

笑
顔
で
楽
し
く
活

き
活
き
と
「
輝
い

て
」
生
活
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
波
田

地
区
内
の
一
つ
ひ
と
つ
の
住
民
組
織

や
サ
ー
ク
ル
が
、
公
民
館
・
福
祉
ひ

ろ
ば
の
活
動
と
と
も
に
、
住
民
の
笑

顔
を
前
面
に
、
活
き
活
き
と
活
躍
で

き
る
た
め
に
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
波
田
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
相
談
や
要
望
等
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に

対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

公
民
館
長　
　

古
波
田　

守　

　

館
長
補
佐　
　

百
瀬　

朋
章　

　

  （
波
田
支
所
長
補
佐
と
兼
務
）

　

主
査　
　
　
　

山
本　

哲
仁　

　

嘱
託
職
員　
　

吉
澤　

和
枝　

　

臨
時
職
員　
　

 

上
條　

康
惠

　

以
上
の
体
制
で
公
民
館
業
務
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

所
感　

～
公
民
館
業
務

	

　

３
年
目
を
迎
え
て
～

　
　

公
民
館
主
事　

山
本　

哲
仁    

　

26
年
４
月
の
人
事
異
動
で
波

田
公
民
館
に
勤
務
す
る
よ
う
に

な
り
、
早
い
も
の
で
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

初
め
て
携
わ
る
生
涯
学
習
の

業
務
で
し
た
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
や
職
員
の
方
々
に
支
え
て
い

た
だ
き
、
２
年
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

波
田
地
区
の
方
々
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
生
涯
学
習
へ
の
取
り

組
み
が
大
変
熱
心
で
、
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

波
田
地
区
の
発
展
に
と
も
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

波田地区の住民パワーを
感じる「まちづくり」

波田地区地域づくりセンター長　牛丸仁志

平
成
28
年
度
人
事
異
動
に
よ
る

波
田
公
民
館
職
員
体
制
に
つ
い
て
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庭
に
は
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
芝
桜
が

美
し
く
咲
い
て
い

ま
す
。
我
家
の

家
庭
菜
園
は
、
主
人
が
主
役
で
育
て
、

私
は
脇
役
で
収
穫
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ネ
ギ
を
植
え
、
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
、

５
月
の
連
休
頃
に
は
、
野
菜
の
苗
の

植
付
け
で
す
。

　

葉
物
野
菜
の
種
は
、
私
が
蒔
き
ま

す
。
野
菜
の
種
類
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
・

レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
ピ
ー

マ
ン
・
オ
ク
ラ
・
パ
セ
リ
・
枝
豆
・

と
う
も
ろ
こ
し
・
人
参
・
カ
ボ
チ
ャ
・

モ
ロ
ッ
コ
で
す
。
ト
マ
ト
は
リ
コ
ピ

ン
が
豊
富
で
、
今
一
番
の
注
目
の
野

菜
だ
そ
う
で
す
。
モ
ロ
ッ
コ
は
柔
ら

か
く
お
い
し
く
、
沢
山
出
来
る
の
で

出
荷
し
ま
す
。
と
う
も
ろ
こ
し
も
一

度
に
沢
山
出
来
る
の
で
、
茹
で
て
む

い
て
小
分
け
に
し
て
冷
凍
し
、
料
理

に
使
い
ま
す
。大
き
い
白
い
カ
ボ
チ
ャ

は
、
冬
ま
で
大
丈
夫
で
、
味
付
け
し

て
煮
て
か
ら
冷
凍
し
、
知
人
に
あ
げ

た
り
、
冬
中
毎
日
食
べ
、
風
邪
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
秋
に
は
玉
ね
ぎ
の

苗
を
植
え
、
冬
野
菜
の
白
菜
と
大
根

の
種
を
蒔
き
、
収
穫
し
ま
す
。
白
菜

は
中
が
黄
色
い
葉
の
も
の
が
お
い
し

く
、
一
個
ず
つ
新
聞
に
包
ん
で
保
存

し
、
鍋
と
み
そ
汁
に
使
い
ま
す
。
大

根
は
消
化
を
助
け
る
野
菜
だ
そ
う
で
、

大
根
お
ろ
し
と
煮
物
に
使
い
ま
す
。

　

一
年
中
、
自
家
製
の
野
菜
が
食
べ

ら
れ
、
感
謝
の
日
々
で
す
。

　

第
14
回
・
夫
婦
堤
音
楽
祭
が
４

月
24
日
（
日
）
に
、
波
田
の
夫
婦

堤
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年

に
、
山ブ

毛
ナ欅
の

会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
夫
婦
堤

の
整
備
を
行

い
、
き
れ
い
に

な
っ
た
桜
の
下

で
、
当
時
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞

を
受
賞
し
た
波

田
小
学
校
の
合

唱
部
の
歌
が
聴

け
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
持
ち

で
始
ま
っ
た
手
作
り
の
音
楽
祭

も
14
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
山

毛
欅
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
作
る

ス
テ
ー
ジ
と
、
花
ご
ざ
の
観
客

席
は
、
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
波

田
中
学
校
の

美
術
部
の

み
な
さ
ん

が
、
ス
テ
ー

ジ
バ
ッ
ク
を

作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
満

開
の
桜
の
下

◎
町
内
公
民
館
長
会

·
会
長　
　
　

奥
原　

勇
雄（
22
区
）

·
副
会
長　
　

関
口　

栄
蔵（
９
区
）

◎
文
化
委
員
会

·
委
員
長　
　

相
澤　

松
夫（
７
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
歴
史
担
当
〉

·
副
委
員
長　

栢
沼　

敏
明（
18
区
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
イ
ベ
ン
ト
担
当
〉

·
副
委
員
長　

村
上　

太
一（
27
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
祭
担
当
〉

◎
体
育
委
員
会

·
委
員
長　
　

古
田　

豊
樹（
11
区
）

·
副
委
員
長　

中
野　

治
樹（
10
区
）

·
副
委
員
長　

高
橋　

道
次（
12
区
）

◎
館
報
編
集
委
員
会

·
委
員
長　
　

古
田　

孝
子（
11
区
）

·
副
委
員
長　

竹
林　
　

敏（
12
区
）

夫
婦
堤
音
楽
祭

♪

♬
で
、
ピ
ア
ノ
を
楽
し
そ
う
に
弾
く

男
の
子
が
印
象
的
で
、
こ
の
音
楽

祭
に
ピ
ッ
タ
リ
な
作
品
で
す
。

　

美
術
部
の
紹
介
の
後
、
芳

川
小
学
校
合
唱
部
に
よ
る
、

「
3
6
5
日
の
紙
飛
行
機
」
の
合

唱
で
、
演
奏
が

始
ま
り
ま
し

た
。
波
田
小
学

校
合
唱
部
、
波

田
中
学
校
合

唱
部
、
波
田
中

学
校
吹
奏
楽

部
、
波
田
少
年

少
女
合
唱
団

の
５
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
２
、

３
曲
ず
つ
披

露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

演
奏
は
ど
の
団
体
も
す
ば
ら

し
く
、
聴
い
て
い
る
方
々
の
心

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
特
に
、

昨
年
日
本
代
表
と
し
て
ベ
ル

ギ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
青
少
年
音
楽
祭
で
、
特
別
金

賞
を
受
賞
し
た
波
田
少
年
少
女

合
唱
団
の
歌
は
、
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
。
最
後
に
、
全
員

に
よ
る
「
大
い
な
る
波
田
」
を

合
唱
し
ま
し
た
。
観
客
を
巻
き

込
ん
で
の
大
合
唱
で
、
今
年
の

音
楽
祭
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
年
は
是
非
満
開
の
桜
の
下
で

開
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

１
．
町
内
公
民
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

①
町
内
公
民
館
対
抗
女
子
及
び
男
女
混
合

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

開
催
日　
　

平
成
28
年
7
月
3
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　

 

８
時
30
分

　

会　

場　
　

波
田
体
育
館
、
波
田
中
学

　
　
　
　
　
　

校
体
育
館

②
町
内
公
民
館
対
抗
女
子
及
び
男
子
バ

　

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

開
催
日　
　

平
成
28
年
11
月
13
日（
日
）８
時

　

会　

場　
　

波
田
体
育
館
、
波
田
中
学

　
　
　
　
　
　

校
体
育
館

③
町
内
公
民
館
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

※
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
同
日
開
催

　

開
催
日　
　

平
成
28
年
11
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分

　

会　

場　
　

下
島
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、

　
　
　
　
　
　

上
川
原
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

２
．
ま
ほ
ろ
ば
ウ
ォ
ー
ク

　

開
催
日　
　

平
成
28
年
10
月
16
日（
日
）

　

会　

場　
　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
前　

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分

３
．
波
田
文
化
祭

　

開
催
日　
　

平
成
28
年
10
月
29
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　

30
日（
日
）

　

会　

場　
　

波
田
公
民
館
、波
田
体
育
館
、

　
　
　
　
　
　

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度

町
内
公
民
館
長
会

公
民
館
専
門
委
員
会
の

各
代
表
が
決
ま
り
ま
し
た
。

～
１
年
間
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
～

こ
れ
か
ら
の
主
な
波
田
地
区

行
事
予
定（
平
成
28
年
度
）

バレーボール大会

文化祭

役
員
紹
介
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